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樹齢約600年、樹高約18ｍ、胸高周囲約7mのエドヒガン
ザクラ。福島県・矢祭町指定天然記念物、福島県緑の文化
財として登録されています。四方に大きく広がる笠状の枝
振りは雄大であり、4月初旬の花見の季節には多くの見物
客でにぎわいます。また、福島県内では最も早く花をつけ、
古来から春の訪れと農耕の頃合いを知らせる種まき桜とし
て親しまれてます。
■問合せ　事業課　☎0247-46-4576

明治44年築の木造校舎です。横長の校舎のように見えます
が、渡り廊下で講堂とつながっているため、奥行きがあり
ます。多くの映画、ドラマ、CMなどで利活用されています。
県内では、明治期の校舎は県指定文化財・旧水海道小学校
本館と旧上岡小学校第１棟の２棟のみで、地方における明
治期の小学校の様子を伝える重要な役割を担っています。
■問合せ　観光商工課　☎0295-72-1138

旧上岡小学校（茨城県大子町大字上岡957-3）戸津辺のサクラ（福島県矢祭町大字中石井字戸津辺）
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向ヶ岡公園・向ヶ岡公園の桜
（福島県東白川郡塙町大字塙字桜木町204-1）

木造十一面観音菩薩立像
（棚倉町八槻都々古別神社所蔵　福島県東白川郡棚倉町大字八槻字大宮224）
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